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野党再編が一気に進み始めた。安倍政権が経済再生や安全保障面での環境整備で実績をあげたのは疑

う余地のない事実だろう。だが同時に自民党内では、議員のスキャンダルなど慢心が生じていた。それ

でも野党への期待が一向に高まらないことから、内閣支持率は下がっても自民党は選挙に勝てる構図だ

った。だからこそ安倍総理は解散総選挙に踏み切ったのだろう。しかし、ここで野党再編が進んで自民

党に対する批判票の受け皿が整えば、政界再編が一気に進むこともあり得なくはない状況だ。 

政界再編に対する株式市場の初期反応は、好感されることが多い。というのも、政界再編はそれまで

の経済と政治の停滞からの脱却を意味するからである。安倍政権についても、成長戦略がなかなか進展

しない現実について、野党が「しがらみ」と「情報開示」の必要性を指摘する構図は、ある程度は的を

得ていると考えられる。たとえば、旅館業界の反対で民泊、タクシー業界の反対で配車サービス、など

世界的には普通のビジネスが日本では特区を除き原則として禁止されている。食品ロスの削減や受動喫

煙を防止するための禁煙や分煙の義務化など広義の国連SDGsの推進にも自民党は積極的とは言い難い。 

株式市場の初期の次の反応は、選挙で与野党の構図が確定した後、本当に経済と政治が停滞から脱却

できるかどうか次第だ。2009 年の政権交代では、民主党政権の成立でこの期待は裏切られ、株価は低迷

した。2012 年の政権交代では、この期待は 2015 年頃まではほぼ期待通りに実現され、株価は上昇した。 

では今回はどうか。一部では総選挙後の政権交代が取り沙汰されている。しかし、参議院で自民党が

単独過半数を保持しているねじれの事実を鑑みれば、大幅な政界再編は起こり得ないだろう。仮に希望

の党が衆議院で過半数を制しても、法案は参議院を通過できない。早晩、政権運営は行き詰まるだろう。

劇場型選挙が見世物として面白いのは分かるが、経済と株式市場の健全な発展に資するものではない。 

希望の党が衆議院で 100 議席などある程度の議席を確保する見通しを前提とすれば、当面の可能性と

しては、与野党の議員が案件ごとに是々非々の判断でプロジェクト・チーム(PT)のように離合集散して

政治の意思決定を行う「ジャスト・イン・タイム政治」に近い形が想定できるのではないか。これは米

国人ベストセラー作家であるダニエル・ピンクが提示した概念で、右派も左派ももはや多数派でなくな

った現実の政治の意思決定の理想形を示したものだ。トランプ大統領が９月に野党の民主党と協力して

通した暫定予算はこの実例だろう。憲法改正はこの手法で進められる可能性が高いのではないか。この

方向で成功事例が出れば、他の主に経済分野に広がる可能性は高いだろう。特に問題なのは停滞する成

長戦略だ。政界再編により「しがらみ」から脱却して成長戦略が実現できれば、株式市場では歓迎され

る可能性が高い。そのためにはまず何が「しがらみ」なのかを個別具体的に「情報開示」で明らかにす

ることだろう。今起こりつつある政界再編は、成長戦略と相性がかなり良い可能性が高いのではないか。 
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